
　 ㈱ジン
ズホール
ディングス
（東京都千
代田区、田
中仁CEO）
は、サステ
ナビリティ
ビ ジョン
「アイウエ
アを通して、未来の景色
を変えていく。」のもと、持
続可能な社会を実現す
る取り組みを推進し、この
度ステークホルダーに対
して、JINSのサステナビリ
ティに関する取り組みを
紹介する「サステナビリ
ティレポート2021」を初
めて発行し、コーポレート
サイト上で公開した。
　気候変動などの環境
問題やダイバーシティ・イ
ンクルージョン、ヘルスケ
アなど、社会を取り巻くさ
まざまな課題に対し、
JINSはサステナビリティ
ビジョン「アイウエアを通
して、未来の景色を変え
ていく。」のもと、中心事業であるアイウ
エアを起点としたプロダクトやサービス
を通じた課題の解決に取り組んでい
る。
　発行されたレポートでは、JINSのサ
ステナビリティに関する考え方や目標、

各マテリア
リティの取り
組 み を 紹
介 。また 、
2021年度
の主だった
取り組みや
成果を「今
年のトピック
ス」として取

り上げている。同レポート
を通じて、顧客、株主、取
引先、地域社会、従業員な
どのステークホルダーとコ
ミュニケーションを図り、
JINSのサステナビリティや
企業姿勢について理解を
深めてもらうことを目指し
ている。
　まずはビジョンとして、
2050年までにカーボン
ニュートラルの実現を目指
す。グループ内のCO2排出
を実質ゼロとするため、再
生可能エネルギー比率を
100％へ。一方、プロダクト
については、排気商品ゼロ
を推し進めると同時に、
100％循環型のアイウエア

へとシフトすることを考え、トライを続け
ていくとしている。
　また、2050年には近視人口が増加
の一途をたどり、50億人に達すると言
われていることに対しても、近視をゼロ
にすることが責任であり責務だと説い

ている。そのための近視の抑制や予防
に関わる研究開発に取り組み、近視ゼ
ロに向かうサービスプラットフォームへ
とビジネスを転換させることを追求す
る。そして、近視抑制技術の研究や心
身の健康をめざすアイウエアの開発に
留まらず、優れた「見る」体験の提供な
ど、「目」を通して、世界の人々に驚きと
喜びを届けるとしている。
　サプライチェーンの労働管理として
の方針は、人権を尊重し、社内外にお
いて、あらゆる人が固有に持つ、国籍、
人種、民族、出身、社会的身分、宗教、
信条、年齢、性別、性自認、性的指向、
心身の障害、疾病などを理由とした差
別や、性的嫌がらせ、または他人に嫌
がらせと誤解されるおそれのある行為
をはじめ、相手に不快感を与える言動
など、個人の尊厳を傷つける行為は一
切行ってはならないと倫理行動規範に
て定めている。また、職場におけるハラ
スメント（セクシュアルハラスメントやパ
ワーハラスメント、マタニティハラスメン
ト、SOGIハラスメントなど）を防止し、
従業員が遵守すべき事項や防止する
ための措置等を定め、働きやすい職場
環境を実現するために、「ハラスメント
防止規程」を定めている。
　2030中期目標と進捗では、ダイバー
シティ&インクルージョンの取り組みの
一つとして女性活躍推進を行ってお
り、2030年までに女性管理職比率を
30%にすることを目標としている。従業
員比率の50％を占める女性が働きや
すい職場環境の整備をさらに進め、育

児や介護等の支援制度を充実させて
いくほか、女性管理職を育成する支援
プログラムなどを実施していき、女性の
さまざまなキャリア作りを進めていくと
している。
　多様な従業員が働きやすい環境を
作るため、LGBT研修、キャリア研修、
女性活躍のための取り組みなど、ダイ
バーシティを推進する様々な取り組み
を行っている。また、ダイバーシティ推
進を担う専任組織を設置し、多様な価
値観や発想を組織の力にすることで、
新たな価値が創造される仕組み作りも
進めている。
　安心の製品とサービスにおいての方
針は、妥協ゼロの品質基準。顧客の手
に届く製品を通じて、顧客の生活をよ
り豊かなものにするため、JINSは常に
「妥協０」で品質の向上に取り組んで
いる。品質基準は、世界中のメガネメー
カーが準拠するISOの国際規格だけ
でなく、日本工業規格が定めた旧JIS
規格やJINS独自基準を含め、最大20
項目におよぶ検査と人の目による最終
検品行程を実施。また、様々な計算方
法がある「ブルーライトカット率」では
広く世界で使われている「EN規格」
（欧州統一規格）を採用。厳しい基準
の中で世界標準のモノづくりを行って
いる。さらに、品質をより高めるために、
品質保証のグローバル調査機関など
の第三者機関による品質安全性確認
を行っている。第三者による品質保証
を行うことで、製品の安全性や、製造プ
ロセスの信頼性向上に努めている。

　RX Japan㈱主催による西日本最大
の宝飾展「第26回 神戸国際宝飾展 
IJK」が、5月26日～28日の3日間、神
戸国際展示場で開催され、ダイヤモン
ド、色石、真珠、パーツ、アクセサリーな
どのジュエリーメーカーや卸をはじめと
する出展社数は、前回比150社増とな
る400社が見込まれている。
　増加傾向に至った理由としては、今
年1月に東京で開催された国際宝飾展
（IJT）が盛況であった実績や、日本へ
の入国制限が徐々に緩和されている状
況から、コロナ禍以降2年ぶりに海外
バイヤーの来場が見込まれるかもしれ
ないことが挙げられ、そのような問い合
わせが増えているとしている。
　「真珠の街」神戸ならではのパール素
材・製品をはじめ、ダイヤモンド、エメラル
ドやサファイアなどの貴石、半貴石、高品
質ジュエリーから、最新トレンドのファッ
ションジュエリー、ライトジュエリーなど
のほか、OEM・ODM商品、希少なミネラ
ル、パーツ類、宝飾メーカー向けの道具
や機材まで、ジュエリービジネスに関す
る製品やサービスなど55万点のジュエ
リーが一堂に展示販売される。
　宝飾小売店、百貨店バイヤー、小売
チェーン店、宝飾メーカー、宝飾卸、宝
飾デザイナー、宝飾専門学校生、ハンド
メイド作家など宝飾品ビジネスに関わる
多くの宝飾関係者の来場が見込まれる
中で、これから宝飾産業に参入を検討し
ているネットショップ関係者やインフル
エンサー、ECサイト業者など、新たな販
売チャネルをもつ幅広い業種の業者が
仕入れることも増え、近年はこうした新
規バイヤーが増
加傾向にある。
　会場レイアウ
トはA～Dの4
つに分かれ、▼
A会場は「ジェ
ムストーン／ミ

ネラル」として、貴石、半貴石、天然石、
琥珀・翡翠・珊瑚などのルースが集ま
る。▼B会場は「ジュエリー」として、ダ
イヤモンドジュエリー、色石ジュエリー、
海外ジュエリー、ファッションのジュエ
リーのほか、地金チェーン・パーツ、デザ
イナー／クラフトマン、宝飾関連・催事
商品、OEM・ODMなど。▼C会場も
「ジュエリー」とカテゴライズされている
が、リフォームジュエリー、中古ブランド
ジュエリー、中古高級時計、ファイン
ジュエリー、ダイヤモンドジュエリーなど
となっている。▼D会場は「パール」で、
あこや真珠、南洋真珠、黒蝶真珠など
真珠に特化したエリアとなる。

　なおIJKのホームページでは出展社
の最新の製品情報などが写真付きで
掲載されており、製品・素材・価格帯な
どで検索することも可能となっている。
　また、会期中にはハンドメイド作家に
よるインスタの運用術をはじめ、ハンド
メイドマーケット「minne」が教える
ネット販売の成功ノウハウ、鉱山開発
の歴史や供給について、宝飾業界の
SDGsについてなどが語られる4つのセ
ミナーが準備されている。

　日本最大級のハンドメイドマーケッ
トプレイス「Creema」（㈱クリーマ）が、
3年ぶりの夏となる7月23日（土）・24日
（日）の2日間、東京ビッグサイトでの開
催を決定し、前売りチケットの販売が
開始された。

　「ハンドメイドジャパンフェスェス
（HMJ）」は、全国各地で創作活動に
取り組むクリエイターが一堂に会し、オ

リジナル作品を
展示販売する
“日本最大級・ク
リエイターの祭
典 ” 。全 国 の
3000名のクリエ

イターが集結し、日本ならではのクリエ
イティビティと手づくりの精度が合わ
さったものを、日本発のクリエイティブ
カルチャー「HandMade In Japan」と
して国内外に向けて発信することで、も
のづくりに情熱をかたむけるクリエイ
ターを応援するイベントとなっている。
　年1回・毎年夏に開催されるHMJ
は、5万人を超える来場者によって日本

最大級のクリエイターの祭典へと拡大
を続け、2019年より冬の開催も加わっ
た。2020年以降の夏開催は見送られ、
今回は3年ぶりの実施となる。
　会場内には、アクセサリーやバッグ、
インテリア、アート、手工芸品などのオリ
ジナル作品の展示・販売をはじめ、もの
づくりを体験できるワークショップ、迫
力のライブステージ、選りすぐりの手作
りフードなど、ここでしかできない体験
を通して五感でクリエイティビティを体
感できる空間となる。

国内外に発信する日本最大級クリエイターの祭典
HandMade In Japan Fes 2022
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